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思 考 力・表 現 力 向 上に役 立 つ 

文 章 力を測り、育てる検 定のご案 内

検
ガ

文部科学省「高校生のための学びの基礎診断」認定ツール

文章
イド
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公益財団法人 日本漢字能力検定協会
お問い合わせフォーム（https://www.kanken.or.jp/bunshouken/contact/）▶

「漢検」、「文章読解・作成能力検定」、各検定ロゴは登録商標です。



思考力・表現力向上に役立つ

「文章力」
現行の学習指導要領に対応した大学入試では、

長文や複数の資料を読んで理解したうえで、論理的に思考し文章で表現する力が問われます。

希望する進路を実現するためには、文章力すなわち

「読解力（＝情報を正確に読み取る力）」と「作成力（＝自分の考えを論理的に伝える力）」を

早い段階から身につけておくことが必要です。

文章読解力や文章作成力向上のために、ぜひ「文章検」をご活用ください。

※2024年2月公開・当協会調べ。

＊「文章検」の出題に際しての漢字使用は漢検の級と合わせています。文章検準２級は、漢検準２級（高校在学程度）

合格者や同程度の語彙力をお持ちの生徒の皆様におすすめの検定です。

中学生 高校生 大学生・専門学校生 社会人

>>>高校入試対策
   （課題作文・長文読解）

>>>大学入試対策
   （小論文・長文読解・志望理由書）
>>>履歴書・エントリーシートの作成

>>>履歴書・エントリーシートの作成
>>>国家試験・面接対策
>>>�公務員試験対策 
（小論文・文章理解）

>>>報告書・決裁書・提案書・
   プレゼンテーション資料の作成

文章力が必要な場面

お茶の水女子大学、東京農工大学、東洋大学、日本大学、
明治大学、金沢大学、信州大学、関西大学、 
近畿大学、甲南大学、広島大学　など

活 用 校 の 詳 細 を 公 開 中！

文章検 進学

全国の大学・短期大学555校（調査対象校の52.1％）、専修学校427校が文章検を評価。
進学時の調査書や面接で、文章検合格をアピールすることができます。

※検定級の目安はP3をご覧ください。

文章検は、文部科学省「高校生のための学びの基礎診断」認定ツールです。

基本タイプ

高校生のための学びの基礎診断

義務教育段階の学習内容に関する定着度合いを
測定することを重視したタイプ

標準タイプ

高校生のための学びの基礎診断

高等学校段階の共通必履修科目に関する
学習内容の定着度合いを測定することを重視したタイプ

文章検4級 文章検3級・準2級

対象教科：国語
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文章検活用団体の声

大学入試を意識した効率的な小論文指導のために
　本校の工業進学コースは、国公立大学工学部への進学や高専編入などを進路目標の中心に据え、日本の工業界を

牽引する人材を育成しています。理系の学校である本校では、進学コースといえども文章を書くことへの苦手意識が強い

生徒も多いのですが、従来の小論文対策は３年次の放課後補習のみでした。そこで、早い段階から指導を始めたいと考

え、工業進学コースの1・2年次に全員受検という形で「文章検」を導入しました。

　1年次は、表現学習の時間に原稿用紙の使い方から指導し、2学期に入ると『文章検　公式テキスト』と『文章検 

過去問題集』を併用して学習を進め、11月中旬に文章検を受検します。2年次は、夏休みの課題にしたり朝課外（週１）

の時間を使ったりして指導しています。この指導体制に移行後、3年次に本格的に入試対策を始めるときに小論文の書

き方から説明する必要はなくなり、すぐに推敲の指導に入ることができました。効率的な小論文指導ができるようになっ

たことを実感しています。

片山 一真  先生

福岡県立福岡工業高等学校（福岡県）

国語科

進路実現とその先の社会生活を支える論理的文章力の育成
　本校の国語科では、大学進学はもちろんのこと、社会に出てからも必要となるコミュニケーションを支える、言葉の力の育
成を大切にしています。そのために、中学校では語彙力、高校では表現力の育成に注力しており、高校での表現力を育成す
るツールとして文章検を活用しています。文章検は、文章を読み取る、データを理解する、自分の意見を構築する、読み手
視点で語彙や表現を選び取る等の様々な力を身につけさせることができます。また、学習教材である『基礎から学べる！文
章力ステップ』は、学習プロセスが段階的に細かく分かれているため、生徒の文章力を少しずつ着実に育成することがで
きます。本校の関西学院大学特進サイエンスコースでは高校1年生で準2級を、特進エグゼコース・特進コースでは高校2
年生で準2級を、国語の授業内で指導し検定を実施しています。
　文章検の活用を通じて、自己推薦文の作成や面談準備など、自分の考えや経験を伝える力の向上が見られました。ま
た、指導の際も、「文章検で学んだところだよ」と伝えると、すぐに理解・納得し改善することができるなど、効果的な指導に繋
がっていると感じています。 上松 貢  先生

賢明学院中学高等学校（大阪府）

国語科

文章検コンテンツは企業でも活用されています
株式会社ニュー・オータニ、オリックス生命保険株式会社、日本瓦斯株式会社、東和薬品株式会社、コープデリ生活協同組合
連合会、日本新薬株式会社、シオノギビジネスパートナー株式会社、大日本印刷株式会社 人財開発部、中津市役所（大分県）、
三菱電機株式会社 生産技術センター、日本生活協同組合連合会 人材開発室、三木プーリ株式会社、株式会社トキワ、株式
会社メディサイエンスプランニング　など

国語の授業で身につけた資質・能力を評価する外部指標に
　本校は「言葉で表現する力」の育成を重視しており、高2・高3において「国語表現」を週2時間設定しています。その

授業で身につけた資質・能力を測る外部試験として、文章検を全員受検（中１～高２）という形で導入しました。

　文章検は、出題内容が国語における「読むこと」「書くこと」の指導との親和性が高く、授業で取り組んだことをある程

度網羅的に測定できるのが特長です。さらに、授業で学んだ力を、初見の問題で実践する力の測定機会としても活用し

ています。また、生徒にとって「書くこと」は抵抗感が強く、モチベーションがあがりにくい学習ですが、授業で学習している

ことが文章検の問題にも出題されていることを見せることで、学習意欲の向上にもつながっています。

　令和4年度から始まる新しい教育課程においては、高1の「現代の国語」、高2・高3の「論理国語」「国語表現」の授

業で身につけた資質・能力を測定する外部試験として、今後も文章検を活用できると考えています。 富谷 利光  先生

秀明八千代中学校・高等学校（千葉県）

校長

※掲載内容（社名・所属団体・役職名等）は取材時のものです。
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累積導入社数1,900社突破！



検定級の目安 詳細は文章検ホームページでご確認ください。

合格基準は「200点満点・70%程度の得点」です。

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

文章検で育て、測る力

文章力は複数の能力が関連した総合的な技能です。
文章検で育てる力

文章作成のプロセス

論理的文章の作成には完成までのプロセスがあり、プロセスごとに必要な能力が異なります。

必要な能力を個別に鍛えることで、効率的・効果的に文章力を向上させることができます。

テーマを
理解する

問題把握力

情報を
集める

情報収集力

最終チェック

推敲力

書く

語彙・表現力

順序を
考える

論理構成力

結論を
決める

問題解決力

完成

級 文章力向上の
目的例 中学生 高校生 大学生・

専門学校生 社会人 検定時間

2級 課題解決型学習、
企画書・提案書の作成 90分

準2級 問題解決型学習、
小論文対策 60分

3級
複数の情報の読み取り、

志望理由書・
実習レポートの作成

60分

4級 図表の読み取り、
高校入試の課題作文 60分

文章検で測る力

①基礎力

日本語の
基礎的な知識と
運用能力

②読解力

文章や
資料から得た情報を
処理する能力

③作成力

文章を
作成するための
思考力と表現力
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準会場
検定料

5,500円

4,500円

4,500円

3,500円



Ｓｔｅｐ１
目標級の設定

Ｓｔｅｐ２
教材で学習

Ｓｔｅｐ３
受検・振り返り

Ｓｔｅｐ４
進路の実現

基礎から実践レベルまで段
階的にステップアップする
構成で、無理なく文章力を
身につけられる問題集。

２級／準２級／３級／４級

各 定価７7０円（10%税込）

基礎から学べる！
文章力ステップ

詳しい解説と問題演習で確
かな文章力を養い、文章検
合格に導くテキスト。

２級／準２級／３級／４級

各 定価495円（10%税込）

文章検
公式テキスト

2年分の検定問題を収録し
た過去問題集。（Ｖｏｌ．１も
発売中）

２級／準２級／３級／４級

各 定価1,210円（10%税込）

文章検
過去問題集Ｖｏｌ．２

まんがとグループワークで
「言いたいことを正確に伝
える文章」が書けるようにな
る新しい教材。

20冊ご購入ごとに指導書を進呈

定価７7０円（10%税込）

7日でチャレンジ
文章作成ワーク

教材はＷｅｂでも購入できます！

２００点満点。

７０％程度で合格。

各設問の得点率が

ひと目で分かる。

団体専用　書籍注文サイト https://book.kanken.or.jp/

合格証書
あなたの文章力を証明します。

合格証明書
必要に応じて進学・就職を

希望する学校・企業へ

ご提出ください。

学習の流れ
学習教材

検定結果通知

能力証明書類（合格者のみ）

記述問題は 

解答内容に応じて 

結果を表示。
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文章検の問題例（準2級）

第3問　文章構成・要旨理解

第2問　資料分析

【設問のポイント】

文章全体の構成を理解し、筆者の意図を読み取ります。「段落ごとの役割や関係性をとらえ、文章を構造的に理解する力」「段落や文章の要旨を正しく

理解する力」を測ります。

問
1

　文
中
の
空
欄
①
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

加
熱
調
理
を
要
す
る
品
目
の
売
り
上
げ
が
振
る
わ
な
か
っ
た

イ

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
売
上
高
は
第
五
位
で
あ
っ
た

ウ

売
上
高
が
五
万
円
を
超
え
た
品
目
は
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い

エ

汁
気
の
あ
る
め
ん
類
や
ご
飯
類
の
売
り
上
げ
が
比
較
的
低
い

問
2

文
中
の
空
欄
②
・
③
に
入
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」
　
③
各
品
目
に
か
か
る
コ
ス
ト

イ

②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」
　
③
各
品
目
の
販
売
実
数

ウ

②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」「
焼
き
お
に
ぎ
り
」

③
各
品
目
に
か
か
る
コ
ス
ト

エ

②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」「
焼
き
お
に
ぎ
り
」

③
各
品
目
の
販
売
実
数

問
3

こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
目
的
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

昨
年
の
模
擬
店
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

イ

昨
年
の
模
擬
店
の
実
績
を
振
り
返
る
。

ウ

本
年
の
模
擬
店
の
実
施
を
広
く
告
知
す
る
。

エ

本
年
の
模
擬
店
の
内
容
を
考
え
る
。

模擬店メニューの売上高と累積比率

みそ
ラーメン

きつね
うどん

シーフード
ピラフ

カレー
ライス

焼き
おにぎり

アメリカン
ドッグ

ソース
焼きそば

特製
ゆかわ
バーガー

（万円）
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

（％）

35,000

100.0

42,700

95.595.5

60,000

90.0

64,750

82.382.3

70,000

73.973.9

129,900
64.9

157,850

48.2

216,000

27.8

25

20

15

10

5

0

第
2
問

　あ
る
大
学
生
が
模
擬
店
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
分
析
し
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜

問
3
）
に
答
え
な
さ
い
。

　
湯
川
学
園
大
学
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
同
好
会
で
は
、
今
年
の
大
学
祭
の
模
擬
店
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
に
あ
た
り
、
総
額

約
七
八
万
円
を
売
り
上
げ
た
昨
年
の
模
擬
店
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
。

　
昨
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
な
ど
左
の
図
中
に
示
し
た
八
品
目
で
あ
る
。
棒
グ
ラ
フ
（
左

目
盛
り
）
で
は
、
各
品
目
を
売
上
高
順
に
並
べ
て
い
る
。
売
上
高
最
多
は
二
〇
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
た
「
特
製

ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
で
あ
っ
た
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、　
　
①
　
　
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
年
に
主
力
商
品
と
し
て
扱
う
べ
き
品
目
は
何
か
を
考
え
る
た
め
に
、「
累
積
売
上
高
」
を
利
用
し
て
見
て
い
こ
う
。

累
積
売
上
高
と
は
、
各
品
目
の
売
上
高
を
高
い
方
か
ら
順
に
足
し
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
折
れ
線
グ
ラ
フ
（
右

目
盛
り
）
は
、各
品
目
ま
で
の
累
積
売
上
高
が
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合
（
累
積
比
率
）
を
示
す
。
た
と
え
ば
「
シ
ー

フ
ー
ド
ピ
ラ
フ
」
ま
で
の
累
積
比
率
は
九
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
」
の
手
法
で
分
析
す
る
。

累
積
比
率
七
〇
％
以
上
八
〇
％
未
満
の
範
囲
（
Ａ
区
分
）
に
達
す
る
ま
で
に
合
算
さ
れ
た
各
商
品
を
「
主
力
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
累
積
比
率
が
八
〇
％
以
上
九
〇
％
未
満
の
範
囲
（
Ｂ
区
分
）
に
達
し
た
段
階
で
新
た
に
加
わ
っ
た
商
品

を
「
準
主
力
」、
そ
し
て
、
九
〇
％
以
上
（
Ｃ
区
分
）
の
段
階
で
新
た
に
加
わ
る
残
り
の
商
品
を
「
戦
力
外
」
と
す
る
。

す
る
と
、「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」「
ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば
」　
　
②
　
　
が
主
力
商
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
分
析
は
あ
く
ま
で
も
売
上
高
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
原
材
料
の
品

質
を
特
に
重
視
し
た
「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
に
は
、
採
算
面
で
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
③
　
　
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
も
そ
ろ
え
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
図
表
と
文
章
か
ら
情
報
を
正
し
く
読
み
取
り
、段
落
や
文
章
の
要
旨
を
正
し
く
理
解
す
る
力
」を
測
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ラ
フ
・
図
・
表
を
出
題
し
ま
す
。

第
3
問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜
問
3
）
に
答
え
な
さ
い
。

　「
判
官
び
い
き
」と
は
、鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
弟
で
あ
る
源
九
郎
判
官
義
経
、

す
な
わ
ち
源
義
経
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。
源
氏
と
平
氏
と
の
戦
い
に
お
い
て
源

氏
方
の
勝
利
に
貢
献
し
た
も
の
の
、
結
局
は
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
義
経
の

悲
劇
に
、
多
く
の
日
本
人
が
同
情
を
寄
せ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
同
情
を
寄
せ
て
応
援
す
る
こ
と
を
、
判
官
び
い
き
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。【
段
落
A
】

　
現
代
の
日
本
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
に
お
い
て
判
官
び
い
き
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

「
自
分
は
あ
え
て
弱
い
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
。
大
相
撲
で
、

自
分
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
相
手
に
立
ち
向
か
う
小
柄
な
力
士
に
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
る
の
も
、
判
官
び
い
き
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。【
段
落
B
】

　
も
っ
と
も
、
判
官
び
い
き
か
ら
出
た
応
援
を
受
け
た
選
手
す
べ
て
が
、
必
ず
し
も

よ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
と
は
限
ら
な
い
。
大
声
援
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

な
っ
て
力
を
発
揮
で
き
ず
、「
ひ
い
き
の
引
き
倒
し
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
自
分
へ
の
声
援
を
力
に
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
本

人
が
未
熟
な
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。【
段
落
C
】

　
そ
れ
よ
り
気
が
か
り
な
の
は
、
判
官
び
い
き
に
よ
っ
て
、「
強
者
」
が
不
当
に
追

い
詰
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
　
　
①
　
　
、高
校
野
球
に
お
い
て
、劣
勢
の
チ
ー

ム
の
攻
撃
時
に
球
場
全
体
か
ら
手
拍
子
が
起
こ
る
と
い
う
現
象
が
た
び
た
び
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
時
、
優
勢
だ
っ
た
チ
ー
ム
は
、
周
り
が
す
べ
て
敵
に
な
っ
た
よ
う

な
心
境
に
陥
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。【
段
落
D
】

　「
弱
者
」
を
励
ま
そ
う
と
い
う
さ
さ
や
か
な
善
意
が
い
つ
し
か
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
、「
強
者
」を
こ
と
さ
ら
に
圧
迫
す
る
。「
弱
き
を
助
け
強
き
を
く
じ
く
」行
為
は
、

「
弱
者
＝
正
義
」「
強
者
＝
悪
」と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
正
当
性
を
持
つ
。
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
「
正
義
」
や
「
悪
」
の
概
念
は
な
じ
ま
な
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
場

合
に
お
い
て
も
、
だ
れ
が
正
義
で
あ
る
と
か
悪
で
あ
る
と
か
、　
　
②
　
　
言
え
な
い
。

S
N
S
が
普
及
し
た
今
日
、
だ
れ
も
が
自
分
の
意
思
を
広
く
表
明
で
き
る
。
悪
意
の

な
い
判
官
び
い
き
が
、
思
わ
ぬ
形
で
無
形
の
暴
力
へ
と
増
幅
さ
れ
は
し
な
い
か
気
が

か
り
で
あ
る
。【
段
落
E
】

問
1
　
文
章
中
の
空
欄
①
・
②
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

①
と
こ
ろ
が
　
②
必
ず
し
も
　
　
イ
　
①
い
ず
れ
　
②
道
理
で

ウ

①
た
と
え
ば
　
②
一
概
に
は
　
　
エ
　
①
現
に
　
　
②
果
た
し
て

（
問
2
略
）

問
3
　
こ
の
文
章
の
段
落
Ａ
〜
Ｅ
の
構
成
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
A
＝
導
入 ―

 

B
＝
話
題
の
提
示―

 

C
・
D
＝
二
つ
の
事
例
の
紹
介 ―

 

E
＝
二
つ
の
事
例
の
共
通
点

イ

A
＝
導
入 ―

 

B
＝
話
題
の
提
示―

 

C
・
D
＝
問
題
点
の
指
摘 ―

 

E
＝
発
展
的
な
考
察

ウ

A・
B
＝
筆
者
に
よ
る
問
題
提
起―

 

C
＝
筆
者
の
仮
説 ―

 

D・
E
＝
仮
説
の
論
証

エ

A・
B
＝
筆
者
に
よ
る
問
題
提
起―

 

C
＝
筆
者
の
見
解 ―

 

D
＝
筆
者
の
見
解
に

対
す
る
反
論 ―

 

Ｅ
＝
反
論
の
否
定

ほ
う
が
ん

か
ま
く
ら

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

く
ろ
う
ほ
う
が
ん
よ
し
つ
ね
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第5問 論説文

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

作
成
例
①

作
成
例
②

第
5
問
　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
ぜ
ひ
行
く

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
と
「
必
ず
し
も
行
く
必
要

は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立

場
に
立
っ
て
、
論
説
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を

守
る
こ
と
。

条
件
１
　
論
説
文
は
、
次
の
順
番
で
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
書

く
こ
と
。

　
第
1
段
落
　
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

「
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
」

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・

体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

　
第
2
段
落
　
意
見
を
述
べ
る
。

話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
ぜ

ひ
行
く
べ
き
で
あ
る
」
か
「
必
ず
し
も
行
く
必

要
は
な
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

　
第
3
段
落
　
意
見
の
根
拠
を
論
理
的
に
説
明
す
る
。

　
第
4
段
落
　
第
2
段
落
の
意
見
と
は
異
な
る
意
見
（
例
え
ば
、

第
２
段
落
の
意
見
の
欠
点
を
指
摘
す
る
意
見
や
、
第
２

段
落
の
意
見
と
反
対
の
意
見
の
長
所
を
主
張
す
る
意
見

な
ど
）
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
意
見
が
正
し
く
な
い
こ

と
を
説
明
す
る
。

条
件
２
　
１
行
25
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
18
行
以
上
、

26
行
以
内
で
書
く
こ
と
。句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。

句
読
点
が
行
頭
に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
内
ま
た
は

欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

注
意
行
数
不
足
ま
た
は
行
数
超
過
の
場
合
は
採
点
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
住
む
県
に
は
、
山
城
の
跡
が
あ
る
。
朝
霧
に
け
む
る
姿
が

幻
想
的
だ
と
評
判
に
な
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
私
自
身
は
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た
が
、

昨
年
、
実
習
で
近
く
ま
で
行
っ
た
際
に
初
め
て
立
ち
寄
っ
た
。
ま

ず
美
し
い
景
色
に
目
を
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
山
城
は

中
世
に
有
力
な
豪
族
が
い
た
証
拠
で
あ
り
、
朝
霧
が
発
生
し
や
す

い
の
は
周
辺
の
気
候
と
地
形
と
の
相
乗
作
用
に
よ
る
も
の
だ
と
い

う
説
明
は
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
そ
し
て
、
も
っ
と
早
く
行
っ

て
お
け
ば
地
理
や
歴
史
が
得
意
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

後
悔
も
し
て
い
る
。

　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
と
言
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く

こ
と
は
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ぜ
ひ
行
く

べ
き
で
あ
る
。

　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
る

だ
け
に
多
く
の
魅
力
を
秘
め
て
い
る
。
私
た
ち
の
心
を
癒
や
し
た

り
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
た
り
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
か
な
い

の
は
、
実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
ざ
わ
ざ
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
て
も
日
常
生
活
に
直
結

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
心
を
持
つ
人
は
多
い
。

一
度
で
も
行
っ
て
お
け
ば
、
自
分
で
実
際
に
見
た
こ
と
や
体
験
し

た
こ
と
を
生
き
生
き
と
語
る
こ
と
で
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
人
間

関
係
も
円
滑
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
て
お

く
こ
と
は
、
日
常
生
活
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

や
ま
じ
ろ

　
修
学
旅
行
の
自
由
行
動
の
時
、「
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
是

非
行
こ
う
」
と
親
友
が
強
く
誘
う
の
で
、
有
名
な
観
光
タ
ワ
ー
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
番
組
で
何
度
も
見
た
こ

と
の
あ
る
タ
ワ
ー
の
実
物
を
見
て
も
、
特
に
感
慨
は
な
か
っ
た
。

友
人
は
最
上
階
か
ら
見
下
ろ
し
た
街
並
み
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
た

が
、
私
は
ま
っ
た
く
楽
し
め
な
か
っ
た
。
ま
る
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模

型
の
よ
う
に
見
え
て
、
あ
ま
り
美
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
正
直
に
言
っ
て
、
あ
の
日
の
経
験
は
時
間
の
無
駄
で
し
か
な
か

っ
た
。
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し

も
行
く
必
要
は
な
い
。

　
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
好
ま
し
く
感
じ
る
対
象
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
足
を
運
ぶ
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
人
の
興
味
・
関
心
や
好
み
を
満
た
し
て

く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
け
ば
、
多
く
の
人
と
共
通
の
話
題
が

増
え
る
か
ら
行
く
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
だ
が
、
私
た

ち
の
生
活
は
観
光
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
読

書
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
り
、
観
光
以
外
の
話
題
で
興
味
・
関
心
が

共
通
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
を
見
出
そ

う
と
い
う
努
力
を
せ
ず
、
話
題
作
り
の
た
め
に
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

行
く
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
安
易
な
考
え
方
で
あ
る
。

（
25
字
26
行
）

（
25
字
22
行
）

賛成の立場

反対の立場

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

不
特
定
多
数
の
読
み
手
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る
文
章

を
作
成
し
ま
す
。「
論
説
文
の
基
本
的
な
構
成（
事
実
→

意
見
→
意
見
の
根
拠
の
説
明
→
異
な
る
意
見
に
対
し
て

反
論
す
る
）を
理
解
し
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
と
条
件
の
も

と
、論
理
的
な
文
章
を
作
成
す
る
力
」を
測
り
ま
す
。

＊
教
材
で
は
、論
説
文
の「
事
実
」（
材
料
）を
集
め
る
た
め
の「
ブ

レ
ー
ン・ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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